
理解力 分析力 表現力 関心力 受容力 向上力

・ビジネスに関する情報を処理する

ために必要な情報通信ネットワーク

の導入及び表計算ソフトウェアや

データベースソフトウェアの活用に

関する知識と技術の習得と理解す

る。

・問題を解決するため

に、情報に関する科学的

な見方や考え方を活かす

とともに情報モラルを踏

まえて、思考を深め、適

切に判断し表現してい

る。

・情報や情報手段を正確

にかつ適切に取り扱う判

断と表現、活用すること

ができる。

・情報や情報社会のビジネスに

関心を持ち授業に臨むことがで

きる。

・問題を解決するために

他者の意見も尊重し、対

応することができる。

・自ら進んで情報及び情

報技術を活用し、主体的

に対応することができ

る。

課題提出物

小テスト

定期考査

課題提出物

小テスト

定期考査

課題提出物

小テスト

定期考査

年間計画

学習内容 配当時数

令和５年度　シラバス　　　　教科【商業】　　科目【ビジネス情報】

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性等

生活力
学校教育目標

科目で育成する

資質・能力

・情報を効率的に処理することの重要性に

ついて理解させるとともに、ビジネスの諸

活動においてコンピュータを適正に運用す

ることの意義を理解する。

評価の観点

の趣旨

・ビジネスにおける情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知

識を身につけ、社会における情報及び情報技術の意義や役割と適切に扱うこ

とを理解している。

・ビジネスにおける実務上の問題を解決するた

めに、情報に関する科学的な見方や考え方を活

かすとともに情報モラルを踏まえて、思考を深

め、適正に判断し表現している。

・学びに対しての真摯に向き合う態度が終始みられるか。

評価の方法

課題提出物

小テスト

・『観察等』授業の取り組み方（真剣に学びに向かう態度であるか）

単元 特に重視する資質・能力 評価の観点と規準

情報機器の

活用（表計

算の活用）

情報機器の

活用と情報

に関する知

識（表計算

の活用と

データベー

スの活用）

表計算ソフ

トの作成と

活用の基礎

表計算ソフ

トの作成と

活用の応用

情報に関す

る知識

ビジネスにおける情報機器の使用

方法と活用方法を理解し習得す

る。

ビジネスにおける情報機器の使用

方法と活用方法を理解し習得す

る。

情報に関する知識を理解する。

40

30

【関心力・受容力・向上力】

・情報関連に関わる者として、意欲的に授業に参加しようとしているか。

【理解力・生活力】

・数学や統計、論理、検索、日付、文字列などの関数を利用し、表が作成でき

る。

・表のデータを基に、棒、折れ線、円、レーダーチャートなどのグラフを目的

に応じた形で作成することができる。

・表計算ソフトウェアの特徴ならびに、ワークシートの構成や機能を理解して

いる。

・表計算ソフトウェアにおける数値、文字などのデータや計算式の取り扱いを

理解している。

【学びに向かう力・人間性等】

・情報関連に関わる者として、意欲的に授業に参加しようとしているか。

【知識・技能】

・数学や統計、論理、検索、日付、文字列などの関数を利用し、表が作成でき

る。

・表のデータを基に、棒、折れ線、円、レーダーチャートなどのグラフを目的

に応じた形で作成することができる。

・表計算ソフトウェアの特徴ならびに、ワークシートの構成や機能を理解して

いる。

・表計算ソフトウェアにおける数値、文字などのデータや計算式の取り扱いを

理解している。

【分析力・表現力】

・各種の情報やデータを分析し表計算の技術を活かして適切な表とグラフを作

成することができる。

・表計算ソフトウェアを活用した効率的な分析技法とデータベース技法を身に

つけ、資料を作成することができる。

【思考・判断・表現】

・各種の情報やデータを分析し表計算の技術を活かして適切な表とグラフを作

成することができる。

・表計算ソフトウェアを活用した効率的な分析技法とデータベース技法を身に

つけ、資料を作成することができる。


